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昭和 39年からの継続試験として，北上サンマの分布と泊潜状況，資源量並びに生態的調査を行

い，本漁業の企業性の検討と振興を図ろうとするものである。

E 調査方法

1.試験船 瑞鴎丸 30.42トン 日?日 NP

2 乗組員 船長以下?名

5 調査期間 昭和 39年 5月 23日-6月 30日

4 調査海域 久六島~大島周辺海域

5 漁 具 サンマ流網 42 - 4 1反(使用漁具前年と向じ)

阻 謁査経過の概要

5月 21 S，大羽イワν流網試験を終了， 2 3 aより本試検の準備に入り， 29日久六島南西 8

浬において第 1回目の試験操業を行い， 6月上旬の日本海海洋観測終了後本格的調査に従事した。

本年度，本調査期間中の航海次数は第 5次までで，操業函数?回，延投網反数 3 7 CI tズ，総漁獲尾

数 28噌 11 4尾，反当り催網尾数 76尾で，昨年同様，調査回数が少なかっえが，漁獲成績は 5ヶ年

間の中で設も良好であった。

W 当業船の状況

本県の当業船は，昨年同様鯵ケ沢港から 1隻着業しただけで， 5月 31日の初漁から 6月 20 

日の終漁まで延 4航海ヲト;/， 1航1毎当り 2、3iJ 7Kgの漁獲官あげ昨年を若干下組っている。叉，価

格も昨年並の勾当り 30円程度と安価なため， i:魚期中約 27万円のiJ<.Ji易しかあげることが出来ず採

算割れとなった。

V 5.届査経果及び考察

5 ]'j 2 3日-6月3日日にかけて久六島~大島問沖にかけて流網漁業試験を実施したが， 3ヶ年

閣の中で最も成績が良好で，操業[g]数?回の中，反当り 10 ()尾以上の好漁が 4同あった。又，50

- 1 0 0尾の中漁も 2回程あり， 50尾以下の不漁は 5副だけであった。又，特に本年は漁期初め.

より好漁がみられ， 5月下旬は反当り 11 5尾， 6月上旬 90尾， る月中旬 7 1 bも る]'j下旬 15 

i毛の漁獲であった。史子i魚のあった表面!.K温は 15. U - 1 7. 8 oCである。:魚体はモード 28.5- 3 ocm 

にあり作年より 1cm{立大会であったが，.一昨年よりは間々小型であった。次iこ白合言IJω濯網状況では

33.3 mmと 34.8mmを比較してみると僅かに本年は 33.3 illmの方が漁獲の成繍がよいようである。

又，材質においてアミラン 6本子と 4本子を地絞した場合，昨年においては 6本子の方がよかった

が，本年は 4本子の万が成後がよかった。目合目IJにより体長組成が変イじして行く傾向は本年も殆ん

ど認められなかった。佼網と昼網との関係は昨作に引き続き，漁獲較差は余りみられなかった。又，

濯綱部位においては本年は昨年，一昨年のような漁副を追うに従って中央，沈子方に極端に催綱が

多くなるような傾向はなく，漁期中平均して，浮子方に集中して催網がみられている。
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vl 企業全について
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昭和 39年度北上期サソマ流網漁業関図
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第 1表 組和 39年度 臼本 J毎サンマ共同長~査 流梢操業結果
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第 5表 昭和 39年 日本海サンマ共同調査，目合jjlJ擢網状況
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第 4表 昭和 39匁度 目本海サンマ共同調査，包会別体長組成謁査結果
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第 5表 昭和 39年度 目立L海サ γ"? ぅ向調;経・仲ン 7体長組成調査結果
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第 6表 昭和 39年度 日本海サンマ共同調査多項目調査
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投網持刻別漁獲状況第 B表
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